
気象庁における
気候情報利活用促進の取組

気象庁大気海洋部気候情報課 熊谷

第17回ヤマセ研究会

令和２年10月
千代田区大手町から
港区虎ノ門へ移転

観測から⾧期予報までシームレスに
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１．気候情報とは～季節予報の種類と内容～
気候情報:ある期間で平均した気温・降水量などの大気の状態に関する情報

→代表的なものとして「季節予報」がある。
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～2週間 ～1か月 ～3か月 ～6か月

予報
要素:気温
頻度:毎日
経路:HP、支援センター

要素:気温、降水量、
日照、積雪
頻度:週1回
経路:HP、支援セン
ター

要素:気温、降
水量、降雪量
頻度:月1回
経路:HP、支援
センター

要素:気温、降水量、
降雪量（寒候期の
み）
頻度:年2回
経路:HP、支援セン
ター

解説資料
頻度:毎日
経路:支援センター

頻度:週1回
経路:HP

頻度:月1回
経路:HP

頻度:年2回
経路:HP

ガイダンス
要素:気温
頻度:毎日
経路:HP、支援センター

要素:気温、降水量、
日照時間等
頻度:週1回
経路:HP（気温の
み）、支援センター

要素:気温、降
水量、日照時間
等
頻度:月1回
経路:支援セン
ター

要素:気温、降水量、
降雪量等
頻度:年5回
経路:支援センター

GPV
要素:風、気温、降水
量等
頻度:毎日
経路:支援センター

要素:風、気温、降
水量等
頻度:週1回
経路:支援センター

要素:風、気温、降水量等
提供日:毎日
経路:支援センター

１．気候情報とは～季節予報関連プロダクト～
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２．取組の背景

交通政策審議会 気象分科会（2011年度）
「気候変動や異常気象に対応するための気候情報とその利活用のあり方について」

（提言１）気候情報の作成者と利用者側が協力しその成功事例を創出
→共同研究、共同調査、成功事例の紹介（農業普及指導員向けセミナー等）

（提言２）気候情報の利便性の向上
→過去の気象データや確率予測資料のダウンロードツール
→２週間気温予報のシームレスな表示
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様々なツールや活用事例を紹介しています。

https://www.data.jma.go.jp/risk/index.html

３．これまでの取組～ポータルサイト～
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https://www.data.jma.go.jp/risk/obsdl/

３．これまでの取組～気象データダウンロードツール（１）～

 観測値や平年値、平均値
 画面に表示またはCSV形式
でダウンロード可

 月や年をまたいだり、複数地
点を同時に取得することも可

 平年値や平均値との差も出
力可
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３．これまでの取組～気象データダウンロードツール（２）～

<最近の変更点>
アメダス気象計の変更にともなって、ダウンロードツールで取得できるデータにも変化あり。

https://www.jma.go.jp/jma/press/
2102/26b/press_20210226.html

 推計日照データ
令和３年３月２日～

アメダスの日照時間は３月２日に統計が切断されています（赤線）。
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 HPから確率予測資料（アンサンブ
ル平均付）を提供（2019.2～）

 2週間先までの予測
 平均・最高・最低気温有
 CSV形式
 毎日更新
 全国34地域と150地点
 再予報データ有
 サンプルエクセル（マクロ付）有

様々な産業で
活用が広がって
きています!

３．これまでの取組～確率予測資料ダウンロードツール～

https://www.data.jma.go.jp/risk/probabilit
y/guidance/csv_k2w.php

12



３．これまでの取組～リーフレットと活用事例集（１）～

＜リーフレット＞
・2019年12月にリニューアル
・２週間気温予報
・飲料の事例

＜活用事例集＞
・2019年2月に公開
・農業、水産分野における気温予測データの
活用事例を紹介
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３．これまでの取組～リーフレットと活用事例集（２）～

・10/15頃から急激に気温が低下
・予測を利用してホットに切替えた自販機は、
販売機会ロスを削減!

・販売数は22℃を下回るまではほぼゼロ
・気温の低下に伴い販売数が増加する
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４．今後:2週間より先へ～2030年を目指して～
交通政策審議会 気象分科会提言（2018年8月20日）

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/kishou00_sg_000077.html

情報・データ利
用環境の利便
性向上

利用者との
連携
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 ２週間先までの確率予測資料ペー
ジと同様の使い勝手

 1,2,3-4週目と28日平均の気温有
 CSV形式
 毎週木曜日更新
 全国34地域と150地点
 再予報データ有
 サンプルエクセル（マクロ付）有

様々な産業で活用が広がって欲しい!

４．今後:2週間より先へ～利便性向上（１）～

１か月先までの気温予測の確率予測資料（2020年３月リニューアル）
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４．今後:２週間より先へ～利便性向上（２）～

<最近の変更点>
2021年６月に１か月予測資料に1,2,3-4週目のデータを追加。

https://www.data.jma.go.jp/risk/probability/docs/csv_k1+data.pdf 18



 3-4週目、28日平均のア
ンサンブル平均の精度は、
概ね平年値以上

４．今後:2週間より先へ～利便性向上（３）～
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仙台における気温誤差の時系列（1991-2010）
横軸は初期日（月日）、縦軸は2乗平均平方根誤差（0.1℃）

ems:アンサンブル平均、norm:平年値

平年値をアンサンブル平均に置き
換えて利用することは有効

令和４年３月に、
モデルが高解像度化予定
https://www.data.jma.go.jp/suishin/j
youhou/pdf/572.pdf
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 2週間先までの気温予測は活用が広がっている。

今後は2週間より先も
１か月先までの確率予測資料もHPからダウンロード可
⇒２週間の資料を使ってみたら、１か月も!
３か月予報の利活用も広げたい
⇒まずは予報をご覧ください!

利用者との対話・連携、利便性の向上の２本柱で取組中。
気象庁へご質問・ご要望は以下のメールアドレスまで。
climate-risk@met.kishou.go.jp

５．終わりに
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